
ＪＲ京葉線ダイヤ改正について【改正発表からの経緯】 
 

１ 昨年 12月 15日にＪＲ東日本が発表した当初のダイヤ改正の主な概要は次のとおりです。 

（１）主な改正内容 

① 朝夕の通勤快速の各駅停車化：２往復 → 廃止 

② 快速列車の運転時間帯の短縮：10～15時台のみ運行(平日全 59本 → 24本／休日全 89本 → 47本) 

（２）改正の目的・ねらい 

① 混雑平準化のため各駅停車化 

② 快速等通過駅の利便性向上 

③ 各駅停車の所要時間短縮 

 

２ 当所発表されたダイヤ改正に対する本市の見解は次のとおりです。この考え方に基づき、ＪＲ東日本には「ダイヤ改正の撤回・再考」

を強く求めました。 

・ ＪＲ京葉線は本市のみならず、内房や外房地域と東京方面とを連絡する幹線的な鉄道路線であり、市民生活や経済活動を支え

る都市基盤として重要な役割を果たしている。 

・ 本ダイヤ改正は、通勤時間帯の快速や通勤快速を廃止するものであり、東京方面との速達性やこれまで進めてきた幕張新都市

等の拠点性・求心力の低下、京葉線沿線の人口流出、企業活動への影響など、沿線まちづくりに多大な影響を及ぼす極端な変

更である。 

  



３ 本年１月 16日、ＪＲ東日本千葉支社から、次のとおり、当初発表されたダイヤ改正の一部見直しを含む再説明がありました。 

（１）見直し内容 

・ 早朝時間帯の内房線・外房線の京葉線直通上り快速２本の運行を継続。 

内房線：6:12君津駅発（蘇我発 6:51、東京駅着 7:35）／外房線：6:03上総一ノ宮駅発（蘇我発 6:43、東京駅着 7:25） 

（２）ＪＲ東日本千葉支社が説明する見直しの背景等及び今後の対応の考え方 

・ ダイヤ改正は多岐にわたる関係者との調整等が必要となるため、本来、短期間での変更は不可能であるが、昨年１２月のダイヤ

改正発表後、千葉市をはじめ沿線自治体や利用者などから多くの意見があったことや、ＪＲとしても影響に思いが至らなかった点

があったことなどを踏まえ、限られた時間の中で工夫できることを探った結果。 

・ 京葉線の運行形態の在り方について、線区全体を通じて、利用状況等を踏まえた上で、内房線・外房線からの速達性や幕張新

都心を始めとした沿線の利便性などにも配慮し、様々な観点から、京葉線の沿線価値向上に向け、通常の改正のように時期も１

年間隔によらず、柔軟に検討を深めていく。 

 

４ ＪＲ東日本千葉支社による再説明を受けての本市の見解及び対応の方向性は次のとおりです。⇦今ここ！！ 

・ 限定的だが市の申し入れを受けての一部快速列車の運行継続は、市の意図を理解してもらえたと認識。 

・ 通勤快速等による京葉線各駅や蘇我以東以南地域の速達性、及び曜日を問わず、海浜幕張と東京間相互の朝夕の快速の復

活について、また、改正の時期としては、秋などの速やかな改定について一定の期待感。 

・ 今後も、沿線自治体や経済団体と連携を図りつつ、各都市の拠点性や東京方面と幕張新都心・蘇我副都心のほか、蘇我以南・

以東の各都市との速達性や拠点性確保のため、速やかにダイヤ復活が具体化されるよう、継続的・精力的にＪＲとの協議を進め

ていく。 



・ ＪＲとの協議を進めていく上で、京葉線の利用状況、ダイヤ改正の影響などの把握を目的に３月２３日（土）～４月３０日（火）まで、

「京葉線ダイヤ改正の影響等に関するアンケート」を実施する・ 

【参考】 

今回のＪＲ京葉線のダイヤ改正については、県内京葉線等沿線自治体や県内経済団体と協力連携し、JR東日本本社（令和６年２

月８日）及び千葉支社（令和６年２月９日）に対して要望活動を行っています。 

（１）要望内容 

① 東京方面との速達性・拠点性の維持・確保のため、通勤時間帯の通勤快速・快速電車の運行など、改めて、ダイヤの再検討

を行うこと。 

② ダイヤ改正が沿線都市の市民生活や経済活動、今後のまちづくりに与える影響が大きいことを理解し、今後は沿線自治体の十

分な理解を得た上で慎重に進めること。 

（２）要望者 

・ 京葉線等沿線：木更津市、茂原市、東金市、勝浦市、市原市、君津市、富津市、袖ケ浦市、山武市、いすみ市、大網白里市、

九十九里町、一宮町、睦沢町、白子町、長柄町、長南町、大多喜町、御宿町、千葉市（全２０自治体） 

・ 県内経済団体：千葉商工会議所、一般社団法人千葉県商工会議所連合会、千葉県商工会連合会、千葉県中小企業団体中

央会（全４団体） 

（３）要望に際してＪＲ東日本は次のようにコメントしています（本社、千葉支社同様）。 

・ 内房線・外房線からの速達性などにも配慮しつつ、様々な観点から、京葉線の魅力・利便性向上に向け、地域のみなさまと共に

柔軟に検討を深めていくとのこと。 


